
 概要

解決したい課題：アイデアで解決したい課題は何で、それをどうしたいですか？

匿名性の保護型パーソナルサポートシステム


貧困状態の⼦供の成⻑、教育をAIを活⽤してサポートすることが⽬的
組織、他者では⼲渉できない部分も存在する。そういった部分に対しても匿名性を保ち、⼦供たちをサポートすることがシス
テムで⽀援する事の強みだと思います。

どういったアプリ、サービス︓
事前に⽣活環境、個⼈情報の⼊⼒を⾏い、様々な場⾯でAIを活⽤した情報提供が出来るもの。

なぜ必要か︓
⼦は親を選べない。その⼦たちの貧困は結局、親が所得を増やさないと基本的に解決しない≒成⼈を迎えて⾃由に働くまで続き
ます。では、⼤⼈になった時には貧困を引きずらなくてよくなるような、成⼈になるまでの事前準備のフォローはITで出来るの
ではないかなと思いました。当システムで進路選択または、就職の際にも適切な判断を⾏う材料の提供や選択肢の幅を広げる
ことはAIにも出来ることであり、貧困を脱するのに有効活⽤できるのではないかと考えています。

補⾜︓
⽀援と⾔っても、お⾦、物の提供や⼈を充ててしまうと結局マネタイズをしないといけない、ビジネスをしないといけない。
貧困の⼦たちだけ特別な活動をするとそれはそれでさべつになったりと問題があるのではというのと、単純にお⾦充るといっ
たお話になるとITからかけ離れる気もしました。


1.解決しようとしている具体的な問題:
・家庭環境による情報格差や教育レベルの差: 貧困に陥った⼦供たちが、⼤⼈になるまでの間、貧富の差が関係なく、同等の教
育や経験を得ることができるようにサポートしたい。

2.主な対象者:
・⼦供たち: 貧困層に属する⼦供たちが主な対象。匿名性を必要とする理由として、彼らが安⼼して利⽤できる環境を提供。

3.匿名性を保護する仕組み:
・暗号化とセキュアな通信: 利⽤者が提供する情報は暗号化され、セキュアな通信⼿段を使⽤して第三者に漏洩されないように
する。

4.パーソナルサポートの機能:
・情報提供: 貧困に陥った家庭で不⾜しがちな情報やリソースにアクセス可能。
・アドバイスとメンタリング: 第三者が匿名でアドバイスを提供し、メンタリングを⾏う。⼦供たちが直⾯する問題に対してサ
ポート。ここをAIでもカバーしたい。
・企業が⾏っているナレッジマネジメントのシステムを応⽤することは出来ないですかね。

5.技術的、法制度的な課題:
・プライバシー法規制の順守: 各国のプライバシー法に適合し、個⼈情報の保護を確保。
・サイバーセキュリティ: システムのセキュリティを確保し、悪意あるアクセスやデータ漏洩を防⽌。

6.差別化のための要素:
・専⾨的なサポート: ⼼理学者や社会福祉⼠などの専⾨家が匿名で参加し、⾼品質なサポートを提供。
・データ駆動のアプローチ: 利⽤者データを分析して、より効果的なサポートを提供するためのデータ駆動のアプローチを取り
⼊れ。
・AIのディープラーニング:情報を得ていく中で、統計を取ったりして、課題に対して最適な情報やアクションを提供できるよ
うにする。
・AIであること:インプットとなるのは、⾔語化された⽂章だけでなく、画像、映像、⾳楽、⾳声も可能。アウトプットもしか
り。

7.活動内容の評価に対して



解決⽅法：課題をどうやって解決しますか。⾻⼦を記載ください。

類似（独創性）：現在、このアイデアと類似する仕組みがあれば記載ください（検索してみてください）

有意性：既に存在する類似の仕組みと⽐べて、どこが優れていますか（存在している場合のみ記載ください

・実際にサポートに貢献できているかどうかは、運営が継続できていることや利⽤者数で判断しようと考えています。


1.情報提供とアドバイスのAI⽀援:
・テキスト解析と情報整理: AIを使⽤して、⼦供たちが提供する情報をテキスト解析し、必要な情報を整理する。これにより、
効果的なサポートに必要な情報が得られる。
・⾃然⾔語処理(NLP): NLP技術を⽤いて、⼦供たちの質問や悩みに対して適切なアドバイスを提供。感情や⽂脈を理解し、適
切な回答を⽣成することが可能。

2.コミュニティの構築と連携:
・ソーシャルメディアの統合: AIが運⽤するソーシャルメディアアカウントやウェブサイトを通じて、コミュニティの構築と情
報発信を⾏う。AIが状況をモニタリングし、必要なサポートを提供する。
・オンラインフォーラムの運⽤: AIがフォーラムでの議論を監視し、適切なアドバイスやリソースを提供。また、専⾨家がAIを
介して参加し、必要なサポートを提供する。

3.プライバシーとセキュリティの強化:
・暗号化技術の導⼊: 利⽤者が提供した情報を強⼒な暗号化技術で保護し、セキュアな通信を確保。これにより、個⼈情報の漏
洩を防ぐ。
・サイバーセキュリティ監視: AIがシステムのサイバーセキュリティを監視し、悪意あるアクセスや攻撃に対して迅速に対応。
これによりデータの安全性を確保する。

4.データ駆動のアプローチ:
・機械学習とディープラーニング: 利⽤者データを学習し、傾向や特定のニーズを把握する。これにより、より効果的なサポー
トを提供するためのデータ駆動のアプローチを実現。

5.AIでの多様な⼊出⼒の活⽤:
・多元的な⼊⼒の利⽤: テキストだけでなく、画像、映像、⾳声など多様な形式の情報をAIが処理。これにより、利⽤者が最も
適切な形式で情報を提供できるようになる。
・感情認識技術の統合: AIがユーザーの感情を認識し、適切な感情に対応することで、より効果的なサポートが可能。

6.有⼈によるナレッジ(情報)・マネジメント:
・AIを活⽤するが、最終的な情報の分別や判断は、⼈も⾏う。


1.オンライン相談サービス:
⼦供や若者向けに提供されているオンライン相談サービスがあります。専⾨のカウンセラーが匿名で相談に応じ、精神的なサ
ポートを提供します。
(みらぴか、キッズドクター、ソクたま相談室など)

2.ウェブサイトとオンラインリソース:
貧困に関する情報やサポートを提供するウェブサイトやオンラインプラットフォームが存在しています。これらは、必要な情
報を提供するだけでなく、フォーラムやコミュニティも提供しています。

3.オンライン学習プログラム:
貧困に陥った家庭の⼦供たちに向けたオンライン学習プログラムも存在します。これらは教育やスキルの向上を⽬指すもの
で、情報格差を埋める役割を果たすことがあります。
(Learning for Allなど)


・複数のサービスを包括している点(既存の情報、ウェブサイト等も利⽤する、左記を紹介するポータルサイトのような役⽬も
果たしたい)
・インプットを⾔語化された⽂章と限定していない点



実現⽅法：どのように実現するか、できるだけ具体的に記載ください（ファイル添付も可）

課題・障壁：実現する上で課題となることは何ですか、それをどうやって克服しますか


1.AI技術の導⼊:
・⾃然⾔語処理 (NLP): 質問や悩みを理解し、適切な情報を提供するためにNLPを使⽤します。
・機械学習とディープラーニング: 利⽤者データを学習し、個々のニーズやトレンドを把握するためにこれらの技術を活⽤しま
す。

2.匿名性の保護:
・暗号化技術の導⼊: 利⽤者が提供した情報を暗号化して保存し、セキュアな通信⼿段を確⽴します。
・匿名プラットフォームの構築: ユーザーが匿名で質問や相談できるプラットフォームを提供し、プライバシーを守ります。

3.オンラインプラットフォームの開発:
・専⽤のウェブサイトやアプリの構築: 匿名性を保ちつつ利⽤者がアクセスしやすいオンラインプラットフォームを開発しま
す。
・使いやすいユーザーインターフェース (UI): 利⽤者がスムーズに情報を得たり質問できるようにUIを⼯夫します。

4.コミュニケーションとフォローアップ:
・リアルタイムコミュニケーション機能: 利⽤者が即座に質問に答えたり、アドバイスを得たりできるようなリアルタイムなコ
ミュニケーション⼿段を提供します。
・フォローアップ機能: 利⽤者の進捗やフィードバックを収集し、サポートを継続的に改善するための仕組みを構築します。

4.専⾨家の統合:
・専⾨家の登録と参加: ⼼理学者や社会福祉⼠などの専⾨家をプラットフォームに登録させ、匿名でサポートに参加できるよう
にします。

5.データセキュリティと法的コンプライアンス:
・法的アドバイスの取得: プライバシー法やデータ保護法に準拠するために法的アドバイスを得ます。

6.サイバーセキュリティ監視:
・システムのセキュリティを監視し、悪意あるアクセスや攻撃に備えます。

これらの⼿順を組み合わせることで、匿名性の保護型パーソナルサポートシステムを構築し、貧困に陥った⼦供たちが適切な
サポートを受ける⼿助けになります。


1.プライバシーと法的課題:
・課題: 利⽤者のプライバシーを守るためには⾼度なセキュリティが必要であり、また、法的なコンプライアンスも重要です。
・克服策: 法的アドバイザーの協⼒を得て、プライバシー法規制やデータ保護法に厳密に準拠し、利⽤者の個⼈情報を適切に管
理します。また、暗号化技術やセキュリティ対策を徹底して実施します。

2.匿名性とデータの品質:
・課題: 匿名性を確保する⼀⽅で、⼗分な情報を得ることが難しい場合があり、サポートの品質が低下する可能性があります。
・克服策: 利⽤者に対して必要な情報を得るための⼯夫や、利⽤者が任意で提供した情報を適切に活⽤することで、匿名性を保
ちつつ質の⾼いサポートを実現します。

3.専⾨家の参加と質の維持:
・課題: 専⾨家の参加を確保し、かつ、そのアドバイスの質を維持することは難しい場合があります。
・克服策: 専⾨家へのインセンティブや報酬制度を構築し、プロフェッショナルなサポートを提供することで、参加を促進し、
質を維持します。

4.リアルタイムコミュニケーションの難しさ:
・課題: 利⽤者とのリアルタイムなコミュニケーションは難しく、⼗分なサポートを提供することが難しい場合があります。
・克服策: プラットフォーム上での質問と回答を管理するシステムや、オートメーションと⼈間のコラボレーションにより、で
きるだけ迅速で効果的なサポートを提供します。



期間・コスト：実現に必要な費⽤と期間はどれくらいでしょうか。初期リリースとそれ以降など記載ください

未来像：実現したとき、⼈々がどのように恩恵を受けて幸せになれるか、理想像をお書きください

5.技術的な進歩と追随:
・課題: 技術の進歩に追随し、最新のセキュリティ技術やAIの発展を組み込むことが難しい場合があります。
・克服策: 継続的な研究開発と技術更新を実施し、セキュリティやAI技術の進展に敏感に対応します。専⾨家や業界のトレンド
を追い、システムをアップデートします。


1.初期リリース:
・期間: 初期リリースまでの期間は約6ヶ⽉から1年程度と⾒積もります。これは概念の確⽴からプロトタイプの開発、テスト、
調整までの時間を含みます。
・費⽤: 初期リリースにかかる総費⽤は約50,000ドルから100,000ドル程度と⾒積もります。これには開発者の給与、技術の導
⼊、セキュリティの強化、法的アドバイザーの協⼒などが含まれます。

2.追加の機能やアップデート:
・期間: 初期リリース後、新しい機能の追加や既存機能のアップデートを⾏う場合、各アップデートには1〜3ヶ⽉程度がかかる
と考えられます。
・費⽤: 各アップデートごとに10,000ドルから30,000ドル程度がかかると⾒積もります。これには新機能の開発、改善点の修
正、セキュリティの向上などが含まれます。

3.運⽤・保守コスト:
・期間: 運⽤と保守はプロジェクトによって異なりますが、年間で約20,000ドルから50,000ドル程度が⾒積もられます。これに
はシステムの監視、更新、セキュリティの維持、利⽤者サポートなどが含まれます。


1.平等な機会と情報の提供:
・貧困に陥った⼦供たちは、他の背景の⼦供たちと同等の情報や経験を⼿に⼊れる機会を得ます。情報格差と経験格差が縮⼩
し、平等なスタートラインが築かれます。

2.⼼の健康と精神的なサポート:
・⼦供たちは匿名で悩みや質問を共有し、専⾨家やコミュニティからのサポートを受けることができます。これにより、⼼の
健康が向上し、精神的な負担が軽減されます。

3.将来への希望と成⻑:
・情報やアドバイスを通じて、⼦供たちは将来への展望を持ち、成⻑するための⼒を得ることができます。これにより、彼ら
の⼈⽣の⽅向がよりポジティブなものとなります。

4.社会全体の認識と理解の向上:
・匿名性の保護型サポートシステムが普及することで、貧困や格差に対する社会全体の理解が向上します。⼈々は他者のニー
ズや課題に対してより敏感になり、共感と協⼒の⽂化が広がります。

5.⾰新と進化の促進:
・技術とサポートの進化により、新しいアイディアや⼿法が⽣まれ、社会の課題に対する⾰新的なアプローチが促進されま
す。これが将来的な社会的な変⾰をもたらします。


